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★遊歩道NO.2は、　整備中です。

yoshiaki_kouketsu
長方形



約 10000 株のつつじが自生している。

●白山神社　本宮は加賀の一の宮である石川県鶴来町の白山比咩神社である。

●展望台　展望台は白山神社から見下ろす

つつじ山全景が眺望できる。

昔この地に一本の老松があり、 東から来た人は 『大きな松だ』 といい西から来た人は 「大きな松じゃ」 と言いました。

このことから、 この地が言葉の語尾の 「だ」 と 「じゃ」 の使い分けの東西の協会地として、 この老松を 「だじゃの松」 と呼び、 後世に伝承されてきました。

吉沢マモさん作画

トノバツタ原図

本宮は加賀の一の宮である石川県
　　　鶴来町の白山比咩神社である。
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つつじ山全景が眺望できる。

「殿畑の大フジ」 は、 恵那市三郷町殿畑地内の丸山稲荷のご神木として祭られています。

殿畑に自生する藤です。 樹齢 250 年と言われ、 幹回りは 2m を越え、 高さは 30m 近くある

大きな藤で、 殿畑地区の貴重な藤として記念樹に指定されています。

　なお、 「殿畑の大フジ」 の見頃は十日間ほどで、 例年四月下旬から五月中旬です。

白山神社標
昭和二十年八月十五日の敗戦により米国の敗戦統治
政策の一貫として出された神社の国政統治の禁止令に
より 「指定村社の文字がコンクリートで埋められている。」

椀ヶ淵 （伝説）

　昔々殿畑村の人達は、 自分の家で祝い事や祭り事

などするときに使う膳や湾などがいる時夜ひそかにこの

淵にきて、 借りたい膳や椀の数を申し上げてお祈りをして、

翌朝この淵に来ると、 昨夜お願いをした膳や椀が淵に浮

かんでいるのではないか。 お願いした村人は感謝しつつ

膳夜や椀を家に持ち帰り、 大切に使い借りた時よりもきれい

にして淵に浮かべ心を込めてお礼のお祈りをしていました。

　ところが、 ある時、 天保年間 （一八三〇～四四） の

頃ある村人が借りた膳や椀をひどく壊したまま返したので、

その後淵の神様にいくらお願いしても二度とこの淵に膳や

椀が浮くことはなかったという。

丸山稲荷の大藤

むかし年老いた白狐がこのあたりで、 死んでいたので、

近くの人達がここに葬り、 小さな祠を建立したといわれる。

その後、 大切なものを無くしたり、 困った時、 この祠に

お参りして、 失くしたものを探して頂くようお願いすると、

無くしたものが不思議にもよく見つかり狐の好物の油揚げを

お供えしてお礼参りをしたといわれる。 霊験のあらたかなお稲荷様である。

道祖神 ・ 馬頭観音 （自然石文学碑）

道祖神は、 路傍の神である。 集落の境や村の中心、

村内と村外の境界や道の辻、 三叉路などに主に石碑

や石像の形態で祀られる神で、 村の守り神、 子孫繁栄、

近世では旅や交通安全の神として信仰されている。

馬頭観音は六観音の一つ。 宝冠に馬の頭をいただき、

三つの顔をもつ。 馬頭は一切の魔を打ち伏せるという。

馬頭明王 ( みょうおう )。 この道祖神 ・ 馬頭観音は゛は

東濃地方では最も古いものとされている。

殿畑桑の木 クワ科　バラ目

クワの木は成長が早く、 大きく育つが、 幹の中が空洞であり、

若い枝はカイコの餌にする為に切り続けてきたので製材できる

部分が少ない。 養蚕業が盛んだった頃は、 定期的に剪定等

の手入れが行われていたため現在では珍しく幹の太い桑の木である。 .

むかし年老いた白狐がこのあたりで死んでい

たので、 近くの人達がこに葬り祠を建立した。

遺失物を取り戻すのにご利益があるといわれる。

むかし年老いた白狐がこのあたりで死んでい

たので、 近くの人達がこに葬り祠を建立した。

遺失物を取り戻すのにご利益があるといわれる。

集落の道に石碑や石像の形態で祀られる

神で、 村の守り神、 子孫繁栄、 近世では

旅や交通安全の神として信仰されている。

養蚕業が盛んだった頃は、 定期的に剪定等

の手入れが行われていたため現在では珍しく

幹の太い桑の木である。
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殿畑　 の見どころ遊歩道 NO.1




